
30 広報みしま●⚒⚐⚑⚔．8．⚑

わたしたちの自主防災組織
梅名自主防災会委員長　高井　則彦さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚔

　専任の防災委員を⚑⚕人配
置し、任期３年で毎年５人
ずつが交代します。防災委
員を中心に組織全体で活動
し、発電機・可搬式ポン
プ・チェーンソーのエンジ
ン確認などを毎月実施し、年２回は４カ所に設
置してある防災倉庫の中身を確認します。
　防災訓練のほか、図上訓練を毎年実施すると
ともに昨年⚑⚑月には、放水訓練にて可搬式ポン
プ４台を作動させて実際に放水しました。放水
したことにより放水方法や放水距離を体感でき
ました。
　有事に備え、日頃から点検・訓練を今後もし
っかり実施していきたいと考えます。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害

アンケート調査結果の公表（回答率：⚗⚔.⚘％）

　⚑⚔⚓全ての自主防災組織を対象に、現状を把握する
ため、アンケートを実施しました。小さなことから一
つずつ積み上げ、地域の防災力を高めていきましょう。

防災訓練の実施

Q.自主防災で全世帯を対象
とした防災訓練を実施して
いますか？
　災害時に適切に行動するた
めに、訓練が重要です。

防災資機材の点検

Q.所有する防災資機材の
点検（発電機の操作確認
等）を実施（予定）して
いますか？

　災害時に使用できるよう、
点検が必要です。

避難行動要支援者の把握

Q.避難行動要支援者（災
害時に避難支援が必要な
高齢者・障がい者など）
宅を把握していますか？

　避難行動要支援者を助け
られるよう、平常時に把
握しておきましょう。

世帯台帳の整備

Q.災害時に使用する町内の世
帯台帳を整備していますか？
　迅速な安否確認に役立つた
め、台帳を整備しましょう。

地域の防災力を高めよう
防災力アップ！人材育成講座の参加者募集

　防災に関する基本的な知識と自主防災組織に必要な
実践的な技術を身につけることができる講座です。
とき　①⚑⚐月⚔日②⚑⚐月⚑⚑日③⚑⚑月⚑日④⚑⚑月
⚘日⑤⚑⚑月⚒⚒日（予備日）※①～③：午前⚙時
～午後⚔時、④：午前⚙時～正午

ところ　市消防庁舎（南田町）
内容　市民トリアージ、家具の固定、ロープワーク、
災害時のライフラインなど

対象　市内在住の中学生以上の人
定員　⚑⚐⚐人※応募者多数の場合、抽選
参加費　無料
申込み　⚘月⚒⚙日 までに電話、FAX、電子メール、
市ホームページ電子申請のいずれかで、氏名、性別、
住所、電話番号、年齢を危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐、
胃⚙⚘⚑－⚗⚗⚒⚐、電子メールkiki@city.mishima.sh

　izuoka.jp）まで。
※詳しくは市ホームページ「地震・防災情報」をご覧
ください。（http://www.city.mishima.shizuo 
ka.jp/maincategory0902.html）

未実施

実施

13.1%

86.9%

資機材を保有
していない

未実施

実施
91.6％

2.8％
5.6％

無回答
対象者なし

未把握

一部把握

把握

2.8％
1.9％

15.0％

43.9％

36.4％

無回答

未整備

整備済
67.3％

29.0％

3.7％

市総合防災訓練を見学しませんか

とき　８月⚓⚑日 午前８時⚓⚐分～⚑⚑時⚓⚐分
ところ　錦田小学校※駐車場はありません。
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日英で活躍した
洋画家
栗原 忠二 
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▲写真①月島の月
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※広報みしま７月１日号⚓⚑ページの「歴史の小箱」で、１段目７行の
　「（現東本町）」は、正しくは「（現本町）」でした。お詫びして訂正いたします。

▲箕田寿平が眠る 周福寺 
しゅうふくじ

（ 鶴喰 ）
つるはみ


